モデル事業実施施設・事業報告書（(2)新規実施施設）
【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

※モデル事業実施施設が執筆してください（字数制限なし）
１．モデル事業の計画段階のプロセス（※どのような困難や葛藤があったかも含めて執筆）
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのかを執筆
　利用者が将来地域生活へ移行するのに、障害基礎年金だけでは生活ができないので、それを補う工賃の必要性を職員間の共通理解の下で、平成12年度より工賃アップのための取り組みを開始した。

　具体的には、製品の適正価格、顧客への信頼度、経費の節約等を通して当初１万円だった工賃を平成18年度までに２万５千円に引き上げることができたが、障害者自立支援法の施行で、現在の工賃アップ率では、利用者への所得保障が尻窄みに陥ることが懸念された。

　そのような状況の中で、法人監査が行われた際に、経営コンサルタント等の専門家にお願いして工賃アップの取り組みを図りたいと話していた矢先に今回のモデル事業の案内をいただき、申請するに至った。


　② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的や戦略、施設内の話し合いがあって選定にあたったのかを執筆
　はしどい学園では、経営コンサルタントとの繋がりがなく、当該法人監事の税理士にお願いをして紹介していただいた。また紹介していただいた経営コンサルタントが、偶然にも企業との連携先として考えていた加賀谷ブリックの社長が経営相談をお願いしているコンサルタントであることが判明し、話がスムーズに展開した。


　

③ 対象作業科目（ターゲット）の選定の方法とプロセス

	・どのような方法で対象作業科目の選定（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象作業科目（ターゲット）の決定に至ったのかを執筆
　加賀谷ブリック内で展開していた企業内授産（ブリックの製造）と連携を図るために、分場施設の２階

を改修して作業場を広げ、ブリックの製造工程の一部分をはしどい学園で行えるようにすることと、製品

作りと販売を同時に推し進めることとした。


　④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのかを執筆
平成20年度は１万円、平成21年度は２万円の月額工賃の上積みを図る数値目標を設定し、そのためのプランニングを経営コンサルタントにお願いをして職員間で話し合いを行った。

　年が明けてから実際に作業場所を確保してブリックボール丸めを本格的に始めたが、思ったより作業効率が悪く、また丸め作業だけでは工賃アップにはつながらず、ブリック製造の全工程を手がけることが急務と考えた。

そのために20年度は、ブリックを練る行程と乾燥室の設置、ペレッターの機械を独自に購入して新製品の開発と販売を手がけることで目標を達成したいと考えている。


　

⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的や戦略をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのかを執筆
　事業推進マニュアルに基づいて構成委員を選定して販売戦略を検討した。また、第４回目より、はしどい学園父母の会にも参加していただいた。


　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共通理解を図ってきたのか、その過程を執筆
・平成１９年　８月３０日 ～ 工賃水準ステップアップモデル事業実施申請書の説明

・平成１９年　９月２６日 ～ 第一回ネットワーク会議の報告

　・平成１９年１１月　２日 ～ 父母懇話会の報告（工賃水準ステップアップ事業の進め方）

　・平成１９年１２月　３日 ～ 経営コンサルタントの講義（工賃アップ実現に向けた実行計画）

　・平成１９年１２月２１日 ～ 出張報告（実施施設中間報告）

　・平成２０年　１月２３日 ～ 北海道工賃向上五カ年戦略の報告


　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共通理解を図ってきたのか、その過程を執筆
　・平成１９年１０月２９日 ～ 経営コンサルタントの講義（工賃水準ステップアップ事業の進め方）

　・平成１９年１１月２６日 ～ 父母懇話会（分場改修工事の説明）

　・平成１９年　２月２０日 ～ 父母懇話会（工賃アップに向けた父母の取り組み）

　　 ※ 利用者に対しては、学校、病院への訪問販売で動議付けを行う。


２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示して執筆
工賃水準ステップアップモデル事業部会
コンサルタント　　　　　　　　　１名

事業主　　　　　　　　　　　　　１名

釧路市　　　　　　　　　　　　　１名

ハローワーク　　　　　　　　　　１名

社会保険労務士　　　　　　　　　１名

父母の会　　　　　　　　　　　　３名

学園担当者　　　　　　　　　　　２名

　合計　　　　　　　　　　　　１０名

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　提言

はしどい学園職員会議

はしどい学園父母懇話会

施設長　　　　　　　　　　　　　　　１名

支援員　　　　　　　　　　　　　　１２名

合　計　　　　　　　　　　　　　　１３名

施設長　　　　　　　　　　　　　　　１名

父　母　　　　　　　　　　　　１０名程度

合　計　　　　　　　　　　　　１１名程度




　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、などを列記して執筆

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	１
	７月　４日
	北海道社会就労センター協議会　第１回職員研修会
	工賃ステップアップ事業の取り組み
	１名
	

	２
	３月１０日
	北海道社会就労センター協議会　第２回職員研修会
	売上を確実にアップさせる集中販促講座
	１名
	


（2）工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したかを記載（※時系列で記載）
	主担当職員名

（イニシャル）
	具体的に行動した者の職種(利用者)・人数等
	実施月日
	具体的な行動

	Ｎ．Ａ

Ｎ．Ｓ
	作業支援員

利用者６名
	９月１３日
	・市立病院訪問販売

	Ｉ．Ｔ
	栄養士

利用者１名
	９月１３日
	・養護学校訪問販売

	Ｙ．Ｎ
	作業支援員

利用者２名
	９月２０日
	・Ｙ病院訪問販売

	Ｕ．Ｍ
	施設長・コンサル

事業主
	１０月　９日
	・総合卸売業者へパッケージの打合せ

	Ｉ．Ｙ
	作業支援員

利用者２名
	１０月２２日
	・Ｋ中学校訪問販売

	Ｎ．Ａ
	作業支援員

利用者４名
	１０月２４日
	・支庁・市役所訪問販売

	Ｕ．Ｍ
	施設長
	１０月２５日
	・Ｎ高等養護学校へ木箱製作の依頼

	Ｉ．Ｙ
	作業支援員

利用者２名
	１０月２６日
	・Ａ小学校訪問販売

	Ｓ．Ｏ
	支援課長
	１１月１０日
	・まなトピア２００７販売

	Ｙ．Ｎ
	作業支援員
	１１月１０日
	・学芸発表会販売

	Ｕ．Ｍ

Ｓ．Ｏ
	施設長

支援課長
	１１月１７日
	・オールディーズ販売

	Ｙ．Ｎ
	作業支援員
	１１月１８日
	・Ｋ専門学校販売

	Ｓ．Ｏ
	支援課長
	１１月１８日
	・ＰＴＡ大会販売

	Ｙ．Ｎ
	作業支援員

利用者２名
	１２月　６日
	・Ｙ病院販売

	Ｉ．Ｔ
	栄養士
	１２月１３日
	・Ｋ養護学校販売

	Ｙ．Ｎ
	作業支援員

利用者２名
	１２月１９日
	・Ｎ病院販売

	Ｎ．Ａ

Ｎ．Ｓ
	作業支援員

利用者６名
	１２月２１日
	・市立病院販売

	Ｎ．Ａ
	作業支援員

利用者４名
	１月　９日
	・支庁・市役所訪問販売

	Ｋ．Ｙ

Ｉ．Ｔ

Ｔ．Ｈ
	庶務課長

作業支援員
	２月　９日

｜

　２月１１日
	・るんちゃんＳＨＯＰ販売会

・るんちゃんＳＨＯＰのネット販売にすこやかボール

　を掲載（昨年の１０月より）


３．モデル事業における効果の検証（※具体的数値の向上・意識の変化について執筆）
① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

・作業種の選択肢が増えた。

・計量、袋詰め、封緘と新たな体験の機会が増えた。

・空き時間の解消を図ることができた。
（利用者からの声（※アンケートやインタビューの実施など））

・ブリックの製造が面白い。（丸め作業）

・製品作りもやってみたい。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

・今回の取り組みで、工賃アップの必要性を再認識することができた。
（職員側からの視点（※職員への聞き取りの実施など））
・自分たちの作った物が売れる充実感を味わう。

・企業と施設では経営に対する温度差があり、自分たちの未熟さを痛切に感じた。

・テレビや新聞等で取り上げられ、需要に応える作業の進め方を組み立てるようになった。

・経営コンサルタントの導入で、職員間の意識も向上した。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのかを執筆
　数値目標を立て、そのためには何が必要でどのように取り組めばよいのかを系統立てて取り組む手順を

身につけることができた。


４．コンサルタントに対する評価
	・軸がぶれない。

・展開（機転）が速い。

・施設が改善すべき点を、的確に指摘された。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	・小手先だけの取り組みでは、大幅な工賃アップは望めない。

・大幅な工賃アップを図るには、それなりの設備投資が必要。


６．20年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて執筆
　21年度までに、平均工賃月額を５万円に引き上げるには、20年度中に作業場所の拡張と設備の整備

を行いたい。


７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなどを執筆
・腰を据えて取り組む覚悟が必要。

・設備投資のための財源の確保。


【追記：今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイス】

●施設長・職員の「意識改革」のメカニズムについて

　(1) 貴施設の「工賃アップに向けた意識改革」のきっかけをお書きください。

	・いつ頃、誰が、どのようなきっかけで「意識改革」に目覚めてきたのかを執筆
・平成12年社会福祉の基礎構造改革が発端（施設長）。

○以下は法人監事さんの紹介で取り組んだこと

・小倉昌男著　福祉を変える経営～障害者の月給１万円からの脱出を購読（職員全体）

・ヤマト福祉財団のパワーアップセミナーに参加（支援課長）


　(2) (1)のきっかけで目覚めた「意識改革」がどのようなプロセスで施設全体に広がってきたのか、そのキーポイントとなった出来事・行動などをお書きください。

	（「意識改革」が施設全体に広がってきたプロセス）

・販路の拡大。

・顧客の信頼度を高める。

・一般競争に負けない製品作り。
（そのキーポイントとなった出来事・行動など）

・工賃が上がった時の利用者の喜びようが印象的だった。

・工賃が上がったことで保護者から感謝される。


　(3) 今後、施設長・職員の「意識改革」を行いたい施設（事業所）に対するアドバイスをお書きください。

	（どのようなところから「意識改革」を始めたらよいのか）

・最終目標と年度ごとの数値目標を掲げ、そのための計画（取り組み）を立てる。

・職員会議等でよく話し合う。

・専門家のアドバイスを受ける。
（モデル事業の実践を通じた「意識改革」に向けたアドバイス）

・法人と保護者の理解と協力が必要。そのためには、緻密で解り易い説明が必要。

・人頼みでは何も達成できないことを痛感した。

・施設自らの積極的な姿勢（自分たちの力でやり遂げる気概）や事業展開が必要。


